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東アジア｜

r lJ国，台湾，南北朝鮮，モンゴ
ル，チベット， Z骨格・， 日本

3月15目

。ハリマン米国務次予f布Ii，来日0
0中共， G月にチベットのサパクで
)Jj（保突験か。

3月16目

。帥国，「政治活動浄化訟」を公布。

軍引政権初の民政；路管準加ikして旧
政治家を資格審査。

。ハリマン米岡務次官補、ノウルに到

着，ヰi議長らと会談。
。日韓会談の位外務部長官，間交正

常化以前の日本代表部設位を拒否？。

3月17日

。ぅj;:Q).'.ijVj1：技術開発I調査団， 2G日来

日し，日本が兵たん基地に適当かを

視察，京市7：：，ア向け兵器制述も肢
討の予定。

。日抑外相会談終わる。懸案並行の

まま日本側は京械を会談合留保。

。米匝し市朝鮮で着々と軍備増強。

全部！南道に牢．軍基地を，民尚北道に

「補給食店．｜を建設すると発表。

。制i毅中国語I］総理アラブ迎合貿易代
表と会見，両国貿易協定に珂印。

φヰ；jj¥l免元｛母国大統制，師向を見fiJVJo
~韓国政府，李前大統旬iの帰国有阻
止しないと発表。

3月 18目

。米商務省，有地の綿製品輸入禁止。

令t判五i援助のベトチ工業センタ｛誕
生。発電，製紙など18工場が完成。

3月19日

。池同首相，小原外相，日持問題，

日米貿易などについてハリマン米次

官補と会議。

。エカフェ東京総合間帯。

イ手米，沖縄新政策を発表。 「日本の．

悦土Jを確認，援助J¥:I/Jtl，自治拡大

のJff.!JHrnとの調整はかる。
。米， N：紹民政への拍・ii1に閲する行
政命令。行政主席は立法院で指名。

3月20日

。米隣諸省，時介石国府総統への批

判記録11を合む戦時；中の中国関係文
担？を公表。

。カール・ケイセン米政府沖縄調五

団長，ケネディ新政慌でや｜：施主根lこ

新鮮lRはないと諮る。
ウ－琉球米陸軍司令部，西京｛；：，で綿習

を行なうと発去。

令米独占資本；の台湾進出激化。米問

の石羽h会社と台前政府の経釘する
「中国石油会社」の協定調印。米の

金属会社による台持政大の民営鉄鋼

工場のは借りなど。

3月22目

。F枠国大統制，辞任声明。旧政治
家i削減法；混は凶の問結にひびが入る
と指摘。

。米凶務省， F大統領の辞任は米国
の幹i調承認に影旬、しないと声明。
令岡本政府外務省，韓国の軍事政権

いぜん合法と説明。

。中共人民代表大会，予備会議で浪

路を採決。
。rj:1闘の背句ち婦人など5凶体，ア

ルジエリア人民の勝利に祝電。

3月23目

。インドで迫害を受けた華僑，北京

に先ii}：｛；－。

今中悶人民解放軍，春耕を支持。

。米政府，中Jt北鮮への殺物輸出
をm否。
令ιi』共、チベット通商協定でインド
に再度中し入れ。

。米軍の示1，縄相J(ft，戦後5均年分約
2000万ドルで妥結o

3月24日

。1母国最高会議， -p-大統領辞任合可
決。朴議長が職務代行。

。円本のカンポPア援助進まず，未

納さI見地で問題化。

＜＞緋国の司＞：錫済法制司法分手；I・1委員
長， i"-[1化法での政界追放は約3000人

になろうと語る。

〈〉国府国防部，中国機が金r•1島へ飛
来したと発表。

3月26日

。抑肉の張勉前総理，政治活動浄化

訟に対する非難の声明を発表。．

3月27目

。中間天津の港持労働者，日本港持

労働者の闘争を支援して集会。

。中間部2j凶全国人民代表大会m1
〈。

3月28目

。中国紅十字会，アルパニア地震被

災者に2万元附る。

。ハリマン米国務次官補，ソi阜の対
中共接助は停止され，技術者も引揚

げていると百戸。

φ米国務'III兵掃局視察南米目。
。プライス米下院議員，抑制援助法

修正案を下院に提出。

3月29目

。カンボジア，南グzトナム両国政

府，白木からの紘維製品の輸入につ

いて全面禁止に近いlUIJ限措位。
。rlコ共・フィンランド貿易協定調印。
。米国沖仲士組合，日木港湾労働者

の；，..トを支持。

3月30目

。斡間最高会議，政治活動禁止の対

象者の郷l次分2907人の氏名を発

表。

。カンボジア・北朝鮮，共同戸明発

表。
《〉純国初の原子炉運転を開始。米国

ゼネラル・アトミック社設計，製作

による熱出力100キロワットのもの。

φソ連， 白木商社員の滞在をl年に
限定。

3月31目

。日本とインドs インドに水産加工

－~n博｜｛センター設立の協定：！｝にfe~ 巨Po

I Zラ
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。斡悶逓伝子計当局者，両組！政府がや’t
｜到内の活；mi伝説弘光のため怖い！に
875万ドJレの伯，B：を供与することに
な勺たと発表。

。モンコソレと米114の制光容交換協

定，間印さるQ

4月1日

令中共，河とに漁船・沈没の制官賠償を

~求。
。レムニ yツアー米統合参i謀本部議
長，やl1t越から叫W:4へ向かう。

4月2目

。アジア文相会，淀川Htto
。l:I；｛；；政府，シリア総加、h飢合大使
館に;fj.；仇タンガニーカ，ガポン，

カメルーンに大使加新設を決定。

今北朝鮮・カンボジY，側・・J正外突｜珂

係樹立にlf.Jな。

4月3日

G小泉外相J, ヴェ トナム， カンポ・ジ
アの椛入禁止令で日木への脳科はそ

れぞれ500～600万ItJv, 200万ドJレ
粗皮と部併。

ON•細野京;,f,・mi，インドネシア近海
にIllv.(t 『I•の 1111！，誼のマグロ漁船が問符
不明換にNe幣され， :1人がff(（釘をJ't
ったとの述絡を受ける。

。日本政府， lニ｜ソ在：（i.－：：｛！，条約i世反のt,n
独舶の引きilfiし手続きについて向付！
政府の交捗がまとまり. 1:1上1!r-を交
換したと発表。

。レムニッツアー米統合参謀本部，i員

長，市ll刑判t首脳と会談。

4月4日

φソウル先合同泊ti＇，米国の RCA 
会社i・t.M闘にテレビ組み立て＿Ut｝を
建設するための借款を鈍供するニと

になったと報道。

4与米統合容J県本部議長レムニフツプ
一大将，立川）.巳！也に妥llli'o

4月58

O中ソ合同県屯江調査学術委会議IJH
〈。

。17日からIJ/Jかれる鰐1問アジア良
栄協同組合会議に日本は， 「IJ4際金
融機関lの説/llJと「組合貿易の促進」
を中心説胞として提案の予定。

。米統合参謀木部議長レムユフツア

ー大将， j接投防衛庁長官と会談。

。北朝鮮：／此尚人民会議開く。

。インドネシア梅司I当局，沖縄のマ

II6 

グロ船却lJ事｜明丸は領海を佼・L，船
名前i不にも迎l又したため銃耶された
と:Jo迎。
。日本政府，ラオスとの経済技術協

)J合同委民会代表に店主ラオス大使ills
見学雄氏を任命することに決定。

4月6日

令紛！孔 1:1特会談の早JUI・玄・献を強く
希望し，非公式に再開申し入れ。

4月7目

。｜到底背年会議所大阪会議，麻薬防

止の決治などを承認。

。：英貿易使節HJ, I司本を脱誹旅行す
るため口ンドンを出発。

4月8目

。アフガンj極的｛史節団＊1:1。

今中｜剥共産ー党1:j:1火機関紙「人民日報.J

に新｝J~。政治i刊の民主化，経済加の
M.f~Iの方1：リを打、bl士iすとともに，「説
者米信」側を設け，読者からの批判

を・のせはじめる。

4月9目

令日ソ文化交流会談，不成立に終わ

る。

〈〉米＇.WvtlJl注隊，八丈島ロラン u叫Ii
~~t航法}1l助施設） ill設予定地の1，~«1古
l尚氏のためjiiJJ：），に到ii：。

4月10日

。抑WI外3主権威tO'i,r:r'.M会議の限定
合実名＇1して5月中iこ｜到交正常信の仮
調印を行なうという 1J1定の硲街文=i!.~
が目的双方の首J.'i~代去の！日jで、交換さ
れている＊突を恭館。

。0'/:1主｜，イスラヱルと外交！刻係樹立。
うクイのブーン・チャルーンチャイ

工；i~n来日。

4月ll目

。j吊忠＊・・削干しギユア訪Ill！を受諾o
<)r.j1司じ外交問l，スポークスマン，米1設
と米峰悦入に対し，政虫~~j告をreす0
0エチオピア政府，日木の締結製品，
セメントなどの！対抗引き上げ~~胞を
発表。

。北朝鮮・チェコ， 62年度文化日I・同
：こ調印。

4月12日，

。中国最大の漁場舟・山列島で加了.：士
場完成。

〈〉タイ工業相，・池田1守相を訪問， タ
イ特別門新協定批准に対する首相の

努力に謝；むを克明。

。タイ工．柴相，｛主j朕辿産相にタイlilil
の鉱物質問rn,¥J斑と製鉄所のえll設｛ζっ
き協力宮＇＇ rlし入れた。
。1:1本政府は，インドネシアの漁業

必地建設計聞をとりあげる方針で，

インドネシア政府と具体的交捗を進

めるととた決定。

4月13目

。周恩来首相，ネーJレ首相の再任に

祝＇iU:。
。パトザチ 4 フ外国Y'l易~flたrn1公と
するソ述fl劫経柿代表ド11，北京訪問。
心，.1，共外交mi，中印凶t'.WJJJi叫につき
3IL.TllM決への針ブ；：台前けるとのi諸問
を持去。

,) rj:1 pヰ・アルパニア汽船会社WJ.-染！Jfl
始。

4月14日

〈〉神間当局， I：！木製jj｛耐を湖述する

ための入札を舷来。

フィリピン，タイ， Tfi・北グェ
トナム， ラオス， カンボジア，

マラヤ，シンガ；J;-Jレ，インド

ネシ7，ゴヒボJレネオ，サラジク

3月15日

合フィリピン， 口木人染者・のW｝在jり1
11¥Jを6カ月にもどすと発説。
。カンボツア，東独と総領事交換。

〈〉北ヴェトナム政府，市ヴェトナム

への米凶の武）J以略をやめさせるよ

うツュネープ会識の共同制民~1~ （英
ソ〉へ~前。
。北ヴェトナムの田常良J身元f•.i単に発
Jj生。 1961年の1mm面的は 1960年の
2.5（自，作付問m'iも211告になる。
ぐ）A1¥j!JP.'IH鎚椛〈在おイロ〉， 米凶
の.Mラオス干渉を非難。

3月16目

。氷'.ii叫:r.mnXuJ令部，行方不明り氷
耳用機は市グェトナムへむかう途中

であったことを確認。

。米，ラオス布~託：·こ対する援助資金
の交付をさらに停止。

3月17日

φインドネシア代茨団，商イリアン
HDUii解決のためのオランダとのほ~Wf



会談山M『（｝ミため;;f,IJ.~へIU5c。
。米t/lJ;ili，フィリピン－e:陸海空市出i
うPl。
。ソ辿，米の南グェトナム撤兵要求，

「協定迫反」非珂tの戸明女発表。
。ゾ述，兆ソ同医jが共同で，米［Jヰの

市グェトナムへの内政干渉をやめる

よう呼びかけることを英に提案。

3月 18目

。スカルノ・インドネシア大耐とft[,
西イリアンについての非公式会談が

不調ならば全両戦争も併さない止オ

ラング側に対し野告。

。米l司， l年以内に市ヴェトナム派
ill軍人を7000人にJffHのAf・i1Ut1・ミ。
3月19日

今オランダ政府，西イりアン紛争の

調抗のためインドネシアとの子仙会

談を20目，米凶で始めると発表。
令市グェトナJ、・ゲリラJ欺， H木人

とフィりピン人2人を釈放。

。フィリピン議会，：Itボルネオ地1£
｜吉l{Uを要求。

3月20目

。酉イリアン[Ill)出調蛇のための位、秘

会i演始まる。
今ラオ 7，右派， ￥~悶と外交関係を＊ii

ぷと発W:・0

3月21日

令インドネシア海'.ifHilHJJ，オラング
側の拷問，虐待を告発。

3月22目

。フィリピン外務省の尚官， 350人

以上の円本人の同時前比は認めない

と語るc
。四イリアンlllJWに別するインドネ
シア・オランタ’間交渉，数円！日1休会。

3月23日

。シアスーク・カンボヨア元首＼ベ

ンヘッダ・アJレヲエリア首相へ祝氾。

〈ン久力Jレノ大統制，百イリアン解放

で三'.i.llに命令。
。山イリアンlllJWの子。；ti的討議終わ
る。

。レムニッツアー米統合参謀本部，議

長，京市アジア視察のため出発。

3月24日

。力ンボヲアでιl.t閣の援助による製
紙工場完成。

ウ米はmグェトナムを「特妹1肱q，」

－…で・て恒三円・：＝！！一…・・・”ー即 日 誌 r・・・”一”M・M・－－

の：JJ験場としていると人民円戟才ゾ
ザーパーが論出。

。インドネシア外相，回イりアン交

捗は進脱していないと述べる。

3月25日

。ハりマン米次官；rli，ラオニえに判定f。
ラオス主H）~：；政t訟を樹立するよう右派
を；品f-Uしたが失敗。
。ノサパン・ラオス削首荘し和平会

放の再，mを戸明。プンウム首相，プ
｛マ股下をJ百；！？。
。オラング政府，西イリアン上位を

企てたインドネシア軍合併辺したと

先夫。

。インドネシア・オランダ路指和平

交主I;のマリク・インドネシア背即；代

丸交渉の行さ・踏まりにつき－政}[.ft:

t~i.誕のため~－＼・力 Jレタに知行。

3月26日

く〉市ヴェトナム政j仏叩民のl品ゴJに
よる「自衛部落」を谷地に作りIWflt.;
Wlを机l闘する「日の山作松jを開始。
。スカJレノ・インドネシア大統制，

オランダとの秘渚交主~断絶を戸明。
ウハリマン米国務次官者11. ノサパン
i~i・相にブーマ首相と協）Jするよう吏
前したがJl=l存されたと5＆表。
3月27目

。オランダ政府， 4可（線lこ西イリア

ンへのti：港を命令。

3月28日

くバヒヅ L トナム，ハンガリーも貿易

議定i'!Jiこ詞巨II。
。インドネシア共産党アイデット議

長，スカJレノ大統領の交渉代去召辺

決定を歓迎。

。レムエァツアー米統合容謀本部議

長，プ・ヲングェム大統領と会談。

〈〉北ヴェトナム人民~17.，レムニッツ

アー米統合$謀本却議長のサイゴン

入りに抗議。

3月29目

。ホー・チミン・北ヴェトナム大統

f止し米の市ヴェトナムニ｜ム捗を3ド雌。
。カンボジア・問グェトナム珂［司政

界J. 日木からの繊維製品の愉入につ
いて全面禁止に近い11,IJ限措位。

3月30目

。インドネシアと外国聞社，右前IJ協
定について合立。

〈〉ケネディ大統11［，スカルノ・．イン

ドネシア大統制に世間をj去り，丙イ

リアン火捗将IHIを必針。

3月31日

今市ヴェトナJ、の降下部隊，サイゴ

ンの米J(:C~h：援以j司令部のJ行示で米'.il!
の抗後指1111下にはいる。

。1Yiグェトナム解放通信社，カモウ
州で人民自 ~~r隊が，米悶とゴ.~ン
クェム一派の掃討にl反抗して戦って
い為と報i位。
4月1目

。シンガポール政JH, l-t;:.i.::it:13の受
け入れにつき話し合いをすすめるた

め京京】J~務所をIJH設。
。AA辿m機構，回イ~アン/HJJ辺で
米関のオラング支持ちと司J；脱。

。ジャカJレタ放送，西イリアン仰の

ワイゲオ品が解放されたと報道。

ウレムヱァツアー米統合参潟水部議

長， I拘・グェトナムのw勢は楽仰でき
ず日木，’，~1.q司， M•！.品巴HWの米iJLが山
：肋できるill！仰を進めているど・巨；，－明。

4月2日

。インドネシア政界f，虫色Iオランダ会
談の司l.HJIJIこ同；伝。
。北朝鮮・カンボジア， 1~l~J1：外交関
係樹立にlriJ'.rJ:o

4月3日

ウインドネシア11J:'.lillf!西イリアンヘ
上It花とナλチオン悶家保安相が発
表。

4月4目

。タイ，マラヤ， フィリピン3［羽外

』II,AS A推進の硲術会談のためマ
ラヤのカメロン同地iこ主ilJ泊。

ウ北ヴェトナム並・工業部！”j，釘 1・

4 !l~JWの ti・ l凶を2.3%上司ると ?la去。
’く〉オランダ共産党，政府のf直イリア

ン派兵に反対と；;Itる。

4月5目

。SEAT O司令部， 23日から301オ

までクイ国内で，米， "J)i;，仏，オー
メトラリア，タイのi世，空軍が参加
して'.ijI·~ji:~閣を行なうと発表。
。Jとグェトナム人民.if（巡，~代表問，
米匝！のmヴェトナムへの前水艦派近
I’こ抗議。
。エァソ・スタングー！と・イースタ

ン石油とシェル王iilh会社， F信ヴェト
ナムに大前’rn1i;rrをill設する取り決め
合同政府とれI；んだと ）色-:J~o

II7 
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。オラング下院， 「パプア人の将米

の克服に対する／ti大の保証jつきで
西イリアンを魯泌することについて

インドネシアと交捗するよう ~Ur し
た労働党の決議擦を百決。

。ソ辿援助でインドネシアにM：.初の
製鋼所をill設する契約調印。
。｜止！］よ保他機関（WHO），コレラ大

流行のおそれがあり， R』：太平洋， }l!
市アジア16カrnの公衆術生存！”j家は
今月中旬，マニラでその対策検討の

ため会『部本d}H＜予定であると発:Uo
4月6日

。ウ・クント IJ:I辿i恥/1』： ~J千務総長， i恒
イリアンlllJ砲の併決能として， liiJj也
械を2年！日！国元tiの信託統治下におく
探をオラング政！日に提示したとい

う。

φA  s A外相会議終わる。
令マラヤのアジス・ピン・イシャク

1!!!~11. fl ;;j;・の仇民政人を似き稲作技
術をお入すると；j｛｝る。

4月7因

。京I旬アジア連合（ASA）外相会
議， lr•J.iill合l挺院を員！·11I1iの段階から：;J,i
行の段階；こ移し，当分は地域的協）J

を税みillねていこうと結泊。
。インドネシア政界f, 「続済活動f止
尚司令部」常設iほし，スカルノ大統
制がそのj止尚司令宵に就任を決定。

4月9目

。パンカー元~l印米大使，西イリア
ン問題打IJHのための提案を行なう0
2年を）回収として西イリアンの行政

権をオラングからインドネシアに詩

;JQ・するニとを内容と・ずるもの。
。オランダ政府，あっせん誌に失望。

4月10日

。ポーリング博士ら 16人の米知i識
人，大統領に公IHJ状を送り， I有ヴェ
トナムへの'.i:[I;.1]1：介入に強く反対。

ャラオスで米協5~出破壊さる。
。スカルノ大統制｜悶イリアンの委

i浪を2年もN，・つことはできない」と
泊る。

4月 11目

。ソ辿AA辿－m~. 「米は1有ヴェト
ナム干渉を中止せよ」と戸明。

令市グェトナム当局， 1万7α）（）月寸1:'
「！臨時f刑務」イじするii・l国を発点。

4月12日

08 

Cオラング下It；：，山．イリアンmJll!'.iに
［到するパンカー提~~Wt:；；民を 5)1 まで
妃JLJJすることを決定。

。スカルノ大統'r];l,11己内1..:"jl¥iイリア
ン統ーな行なうと宙開。

やmヅェトナムL¥;Jlkfi（放ij山総「膨の
政府」合結成。

4月13日

〈〉ぺン・ヌート・カンボツア首席陣l
｛札広州者。

。フィリピン，ギ 1：政権を訴訟。

。SEAT Or＇すに対立が！J:. じ，間~
fむ段柿期1・h会は存の三j！次会議を取り
止めることにしたと伝えられる。

。砕jグェトナム民族解放戦線，店本

}j針本：§fi夜。独立'.TI!彼と中立政情。

インド， Jfキスタン，セイロン，

ピルマ，ネI'~－）レ，ブ｛タン

3月16日

中インド；議会，国境紛争に悶ナるrl’
町交換文：！？を発点。

3月17日

今セイロン，治安特別虫法を可決。

3月19目

。ネーJレ・インド首相，米国に対し

'.IJIMI会議中の核実験tド止を要都。
3月24日

。インドの調査問， 日本のレーダ・・

を白うため31FBIミ朽の予定。
ウフ"1！イン・パキスタン選挙15：理委
H長， l司会選挙を4月28日，地方議
会選挙を5月6日に実地と克迎。

3月25日

令ソ迎-;J，.＿・ i·:i-~n：執行委只会，小児v

ヒワクチン令セイロンにj削った司

3月26目

。ピルマ革命政府， 中共技術者300

人以ムが北部悶境地区水力元首所ill
1泣と市部の製紙工JよUJl設のため， 4 
月ラングーンに到着すると発表。

3月30目

。ハミルトン米国際附発局長官，イ

ン！とに1位2000万ドルの借款を新た

に与えると3退去。
A月2日

・・・・・…ー・........・－・・・・－・・・・ー・・H・H・－ー…・・・H・

。日本外務1(-j筋によると，インド，

パキスタン両政府は日本が供与した

円借款の対象の拡大を裂前。

4月6目

。セイロン政IH,Ht；年4月からの非
常事肢を緩和し新IHH主｜則，集会禁止
などを肝除すると発表。

()J,1£パキスタン－c新'ii;.t法，選挙に反
対する迎助が学fl~を中心に向まに
アコ．プ大統領のjfi政から民政への切

り斡え予定は大きな｜封燥に直前i。

4月7目

。米側際開発防（AID）託金による

パキスタンのj夜来肥料6万トンのう

ち， 円オzは4万5000トンを1喜札o こ
れ｛，ま米政Jffのパイ．ア〆リプ3ン（フ｜ ミ

rr可I守】飽先Rイ，J)）主筑i区
4月10日

ウインド新内閣就任式を行なう0

4月14日

。インド外務中H,q，」与の回路II日忠j!i
切に反諭。

アフガコスクン，イラン，イラ

ク，サウジアラピア，レノぜノン，

ヨルダン，イスラエJレ，シリア，

パーレン，クェート，ブJターJレ

3月17日

。イラク政府， Fl )f；がクエートをift.
；氾したことに抗議して店主ヨ大伎を円

以することに決定。

。イスラエJレ，シリア両軍ガレリー

制民岸でlj世間， まもなく停戦。

3月28日

。シリ 711ft：部無J(ttクーデターlこj武

功。大統制， l守仰をはじめ企閉山~t
{1:. I剖会，m位。
3月31因

。ァヲブ辿盟思’，ト会，サワジアフビ

アのりヤドで開催。方nmuoカ同のう
ちイラクを除く 9カ臨が参加。

4月 1日

ぐ・シリア軍事委の説得でシリア北部

の悩勢は3r1.,rfr化と伝えられる。
今レバノンの新聞によるとダvス力

λ北方のホ J、ス市で貌ナセJレ派のデ
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モ隊と耳Cl掠が依央，数名が死問。

。サウロアラピア悶:l:，アラブ辿mi
Jmす1，：会で決定したアルジエリア支｝］
l}と；誌に基づきGPR Aへ 100万ポン

ドの経済長助を決定。

4月2目

。ダマス力ス放送，シりア・11£ff］令部

の戸明 J：して「シリアの新政権~i.エ
ジプト合先頭とするアラブ諸問の述

合を支持する lと述べた。
ウシリアで1Jlffi>/J：政椛返巡，ク 1：シ
大統＇：＇if（巡り咲く。
。対~ti!G舵隊の一部ベイルートに入

港。

4月3目

。グマスカス放送，アレジ

昨伏し，シリア耳t']l：』文祢：とアレツポ
f日~；掠との紛if.身は終結したと報近。

4月10因

。イスラニLJレ，仲間と外突I均係拙立。
4月II日

。パーレピ・イラン皇帝，米間訪日lJ。

力川ソファ

3月15目

。マ吹ノフスキ｛．ソ述同~）j~f；モロ

ッコ訪問。

3月178 

く〉災前（i民地自由化団体，ギゼンガ氏
釈肢を：民求。

。ガーナ政府，茶阿の会tJ；をJ妾J[Il。
3月19日

〈〉ソ辿，ベンヘッダ・アルジエリア

!&\!II~；政府を承認。
〈〉仏・ア Jレジェりァ ~i~I肱｜品定発効。

。アイユレ・アルジエリア仏叩総司

令官，指導下の全部隊に対し混乱を

防ぐため必要ならば目指行動lこでる

よう命令。

。アJレジz，ゼネストで完全にマヒ。

3月20日

やフランス政府，アJレヲエリア自決

投裂は「7月3t日Jと発友。

3月22日

〈羽！~・ギ三ア，パークー限定＇；!Jに
制印。

。フランユ国民説会，アJレジェりア．

フラン：；，..協定の討議を終了。

ウ問アの全アフリカ人会議代表，フ

ルウー；＼，ト政怖の民政附雌政慌にM
する米iiiの支持・を非難。

3月23自

今ハンガリー・ i:QJ鮮1,Lj同首都LアJレ
クエリア首相［乙祝’む。

〈〉仏'.I［（正規兵， OA Sと初の交戦。

3月24日

。ペンヘッダ・アルヅエリア臨時政

府町羽I, ~ll岡大使と会見。

3月25目

。アルジエリアのフランス'.if(,OA 
Sのnvri者ジュオ一元将軍を述Jilio
bアフリカ・マダガスカル｜提構加肌
訴悶首脳会議開催。

3月27日．

。アルジエリアの政治指辺信者アプデ

ルラーマン・ファレス氏，アルジエ

リア明定行政府の首席就任を交·~fio
φA A辿袖努，ギゼンガ工むの不当記I!
拘に抗議を呼びかける。

3月28目

。アフりカ・マダガスブJJレ同WJ品・m司
会議聞く。

4月2目

。マリ，ぞロッコ， ιr:ニア， -JIーナ，
アルジエリア府，＆IIり＆J(.f，.アラブ迎合
のカサプランカ諸国は，アフリカ共

同11:fi坊の結成に合意。

4月5目

。ケニアのアフリカ人政党指税者，

ケニアにH>G3年までに独立な与える

という英同の出法案に調印な決定。

今アンゴラ人民同W.l総拙ホルデン・
ロベルト民， 「アンゴラ共和国臨時

政府」樹立を1)：宮L,I日氏がl引刊に
就任すると先迎。

4月6目

。タニア11;11迎会議， 1963年までにケ

ニア独立を認めるflt法架に調印。

4月11目

。ニチオピア政府，日本の繊維製，ft.. 
セメントなどの関税引き上げ~結合

発表。

4月 13日

<>r有アフリカのバナナf'l易染者，側
栴tll；持のため大111；のパナナずでlilt・来。

4月14目

l'.)-Ji，ーナのゴカ政相，カサプランカ

派Gカl王｜がアフリカ共同iliJ.:誌を設立
したとJ~W.。

の 他

3月 18日

。レムニッツアー米統合今謀本部議

長，拘束訪問に11-1発。

3月22目

。ブルガリプ，アJレジエリア臨時政

府承認。

3月24因

。米政j仏キューパ庄原料で作った

il'fi品の全部または一部の愉入に禁止
措目。

3月25目

。アジア生産性機的理市会， 8カ問

参加で26日からIJIJかれる予定。

3月26目

。アクア生>1.rdti：機階部2悶盟事会IJ日
mt占
3月27目

。ブラツル共政党.t!Of.'，＇／年記念説会に

f)()()Q人以上が／I 'ii~＇：。

3月30目

。APO （アヨア生産性l境wnm2 
回:in：引会終わる。

3月31目

。ワシントン・ポスト自乙マクナマ

ラ長官が海外11:M二地を合む97の米部

地施設のru・i抱1に閃する宗明を報道。

4月4目

。l到際青年会議所会議開mi。インド，
ピルマ，フィリピン，斡国，クイな

ど15カ凶約1800名が参加。

4月6日

0%：図，ブラジJレ；こ新借款供与0

4月9目

。マクナマラ米国防長官，上院外夫

委で極東への＇ilf~Jf.援戚！な強調。

4月12目

。悶述の人椛委n会，アジア・アフ
リカの低開発諸国に通信社など情報

メディアセ新泣す・るため34低ドルを

支出する計回を承認。

r r9 


